
 

 

行田シルバー （１）                                    令和７年７月１１日発行 
                                

宇 

   

６
月
２４
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ

ー 

み
ら
い 

に
行
田
邦
子
市
長
、

町
田
光
市
議
会
議
長
を
迎
え
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
先
だ
っ
て
、多
年
に
わ
た

り
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
１６
名
の
正
会
員
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 
議
事
で
は
、
①
令
和
６
年
度
監

査
報
告
、②
同
、６
年
度
事
業
報
告
、

③
令
和
７
年
度
事
業
計
画
、④
同
、

７
年
度
収
支
予
算
、
⑤
同
、
６
年
度

補
正
予
算
、以
上
の
報
告
事
項
が 

                

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、⑥
同
、６
年
度

収
支
決
算
、
⑦
理
事
長
及
び
監
事

の
選
任
、
⑧
役
員
の
報
酬
等
及
び

費
用
に
関
す
る
規
定
の
一
部
改
正 

に
つ
い
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

                 

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
た
て
の
２０

歳
代
前
半
の
時
で
し
た
。
上
部
機

関
の
主
催
で
行
う
「 
新
任
職
員
研

修
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、セ

ン
タ
ー
の
仕
組
み
や
理
念
等
に
つ

い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
法
人
名
の
公
益
社
団
法
人

の
「 

社
団
」
の
意
味
を
質
問
さ
れ

ま
し
た
。
基
本
中
の
基
本
を
聞
か

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
な
が
ら
考

え
付
か
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
。 

 

「 

社
団
と
は
一
定
の
目
的
を
も

っ
た
人
の
集
ま
り
や
団
体
」
だ
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

は
会
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
会
員
組
織
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。 

 

一
定
の
目
的
と
し
て
、
セ
ン
タ

ー
は
請
負
作
業
と
し
て
受
注
し
、

会
員
に
対
し
就
業
機
会
の
提
供
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
請
負
と
み
な

さ
れ
な
い
就
業
に
つ
い
て
は
、
労

働
者
派
遣
事
業
に
切
り
替
え
対
応

し
、是
正
し
て
お
り
ま
す
。
危
険
な

作
業
や
法
令
に
抵
触
す
る
よ
う
な 

作
業
は
、
勿
論
出
来
ま
せ
ん
の
で

ご
承
知
置
き
く
だ
さ
い
。 

 

就
業
機
会
の
提
供
に
関
し
て
、

作
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
身
体
機
能
の
衰
え
や

作
業
に
対
す
る
過
信
な
ど
も
あ
り
、

障
害
事
故
や
賠
償
事
故
の
確
率
が

上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
安
全

就
業
等
に
つ
い
て
は
、「 

自
ら
の
こ

と
」
と
し
て
認
識
し
、安
全
意
識
を

高
め
健
康
に
も
留
意
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

   
６
月
３
日
、春
の
親
睦
日
帰
り
バ

ス
旅
行
「 
鉾
田
メ
ロ
ン
と
太
平
洋 

の
海
原
を
眺
め
る
潮
騒
の
湯
の
旅
」

が
行
わ
れ
、
２５
名
が
参
加
し
ま
し

た
。旬
の
メ
ロ
ン
を
味
わ
い
、海
辺 

に
あ
る
日
帰
り
温
泉
「 

潮
騒
の
湯
」

で
ゆ
っ
た
り
寛
ぎ
ま
し
た
。 

                 

①
除
草
作
業
に
つ
い
て
、現
場
の

状
況
確
認
と
熱
中
症
の
注
意
を
お

願
い
し
た
。 

 

②
剪
定
作
業
に
つ
い
て
、
垣
根

作
業
や
バ
リ
カ
ン
の
機
械
の
使
用 

に
つ
い
て
確
認
。水
分
補
給
状
況
に

つ
い
て
も
確
認
し
た
。 

 

③
公
民
館
で
狂
犬
病
注
射
の
受

付
作
業
を
行
っ
て
い
た
。作
業
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
犬
に
触
れ
る
こ

と
も
な
い
就
業
で
あ
っ
た
。 

シルバー事業の理念 

「自主・自立・共働・共助」 

１．共に働き共に助け合って 

いくことを目指します 

２．地域社会に活力生み出し、 

ひいては地域活性化に 

 つなげていきます 

３．豊かで積極的な高齢期の 

生活と社会参加による 

 いきがいの充実を図ります 

「 

尾
瀬
の
水
芭
蕉
、木
道
、青
空 

＆ 

燧
ケ
岳
」( 

山
と
温
泉
を
楽
し
む
会) 

事務局次長 小倉 光久 

 

令
和
７
年
度
定
時
総
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 仮 

「
セ
ン
タ
ー
の
事
、
就
業
の
事
」 

URL: https://gyodasc.or.jp (ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)  注）記事の中でﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをHPで表しています。 

第42号 

公益社団法人行田市シルバー人材センター 行田市旭町１３－２４ ℡ ０４８（５５６）５２２１ 

むつみ 
シルバー 

 

春
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行 

就
業
現
場
の 

 

安
全
巡
回
便
り 

https://gyodasc.or.jp/


 

 

行田シルバー 令和7年７月１１日発行                                    （２） 
    

令
和
６
年
１１
年
フ
レ
ー
ラ
ン
ス

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
請
負
・

 

委
託
の
形
態
で
就
業
す
る
契
約
に

つ
い
て
、
業
務
内
容
を
記
載
し
た

書
類
を
電
磁
的
又
は
書
面
で
明
示

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
迄

の
方
法
で
は
、
時
間
や
事
務
に
負

担
が
か
か
り
非
効
率
的
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、

業
務
・ 

就
業
内
容
の
内
容
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、会
員
が
自
ら
確

認
で
き
る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
明
示

の
仕
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

会
員
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

            

が
、
お
仕
事
に
関
連
す
る
情
報
を

や
り
取
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
で
、デ
ジ
タ
ル
明
示
を

可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
「 

ス
マ
イ

ル
to
ス
マ
イ
ル
」
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。( 

詳
し
く
は
セ
ン
タ

ー
職
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。) 

ス
マ
イ
ル
to
ス
マ
イ
ル
登
録
で
！ 

●
最
新
情
報
を
す
ぐ
確
認
可 

●
就
業
募
集
情
報
の
確
認
可
で
、

登
録
者
の
経
過
に
よ
り
応
募
も
可 

●
配
分
金
明
細
の
確
認
可 

●
就
業
内
容
の
確
認
可 

等 

 
 
 
 
 
 

記 

室
久
一
英 

   

６
月
７
日
、
会
員
４１
名
が
参
加

し
て
古
代
蓮
の
里
公
園
の
除
草
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
平
成
７
年
か
ら
会
員(

親
睦
会) 

            

の
自
主
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。 

 

今
年
は
６
月
初
め
か
ら
異
例
の

猛
暑
で
し
た
が
、売
店
の
フ
ェ
ン
ス 

沿
い
の
除
草
を
行
い
ま
し
た
。 

 

根
の
張
っ
た 

草
が
主
で
皆 

さ
ん
苦
戦
し 

て
い
ま
し
た
。 

１
時
間
ほ
ど 

で
終
了
。笑
顔 

で
解
散
。 

   

セ
ン
タ
ー
へ
貢
献
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
会
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

(

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
HP
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。) 

 

今
回
は
新
年
懇
親
会
を
特
技
で

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
①
松
本 

吉
也 

会
員 

      

鳶
の
家
系
の
七
代
目
、
木
遣
り

唄
を
受
け
継
い
だ
と
の
こ
と
で
懇

親
会
で
披
露
。
セ
ン
タ
ー
以
外
で

も
、
出
初
式
や
お
祭
り
等
の
世
話

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。 

 

②
栗
原 

彪 

会
員 

      

隠
岐
祝
い
音
頭 

錢
太
鼓
の
バ

チ
を
使
っ
て
工
夫
し
た
踊
り
を
懇

親
会
で
披
露
。
衣
装
も
自
己
調
達
。

こ
れ
以
外
に
獅
子
舞
、
七
福
神
早

変
わ
り
な
ど
多
彩
な
特
技
を
地
域 

で
披
露
と
の
こ
と
で
す
。 

                    

    

「 

歴
史
・ 

文
化
サ
ー
ク
ル
」よ
り 

 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「 

世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産 

見
沼
代
用

水
／
史
蹟
・ 

見
沼
代
用
水
元
圦
公

園
」で
す
。 

 

見
沼
代
用
水
は
見
沼
溜
井
の
代

替
用
水
と
し
て
、
享
保

１２

年

(

1728)

、八
代
将
軍
・ 

徳
川
吉
宗
公

の
命
を
受
け
た
、
井
沢
惣
兵
衛
為

永
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。 

 

行
田
市
須
加
の
利
根
川
か
ら
江

戸
ま
で
の
総
延
長
約
80

km
に
も

及
ぶ
灌
漑
用
水
路
で
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
る
。 

 

昭
和
43
年(

1968)

見
沼
代
用 

水
は
利
根
大
堰 

か
ら
取
水
開
始 

さ
れ
現
在
、史
跡 

見
沼
代
用
水
元 

圦
公
園
と
な
っ 

て
い
ま
す
。 

( 

詳
細
は
HP
で) 

「 

HP
の
運
営
」
、
「 

広
報
誌
の
編

集
」
に
参
画
す
る
方
を
募
集(

事
務

局
へ
Tel)

❤
特
に
女
性
の
方
の
お

チ
カ
ラ
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
！ 

そ
れ
ぞ
れ
は
HP
に
掲
載
の
ガ

イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「 

独
自
事
業
」 

HP
で
ご
紹
介 

 

４
～
６
月
の
活
動
報
告 

「 

シ
ル
バ
ー
農
園
」、 

「 

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
む
つ
み
」 

「 

サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
む
つ
み
」 

「 

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

「 
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」 

 
登
録
の
お
願
い 

「
こ
こ
に
人
あ
り
」
第
１
回 

「 

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
田
市
の 

歴
史
・

 

文
化
あ
り
」 

第
２
回 

URL: https://gyodasc.or.jp (ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)  注）記事の中でﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをHPで表しています。 

 

仮 

ｾﾝﾀｰでの現在のお仕

事は草取り、草刈り 

  

 

 

ｾﾝﾀｰでの現在のお仕

事は襖、障子、網戸張替 

 

 

担当：西尾 

令和６年度収支決算報告（単位 ： 円） 

収入の部 

・会 費     407,200 

・参加者負担金 798,000 

   (旅行、新年懇親会等) 

・雑収入      489 

    (預金利息) 

・前年度繰越金  923,624 

・合 計    2,129,313 

支出の部 

・事業費     970,766 

    (旅行、新年懇親会等) 

・サークル活動助成金 147,000 

・会議費     1,922 (サロン運営) 

・慶弔費    25,000 

・合 計    1,144,688 

差引残額     984,625 

   (次年度へ繰越します) 

https://gyodasc.or.jp/

